
日合商の基本は『協調と連帯』
日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。

日合商 報
時

日合商支部 2024 年度総会を開催しました
2024 年 10 月 24 日（木）

日本合板商業組合 2024 年度
第二回理事会並びに

第一回合板需給懇談会を開催します。
◦第二回理事会　　　　　14：00 ～ 14：45

◦第一回合板需給懇談会　15：00 ～ 16：45

会場　LEVEL XXI（Twenty-One）東京會舘「スタールーム」

日合商支部・地区支部   活動スケジュール
日程 支部・地区支部 内容 会場

11 月 6 日（水）
東京・北関東・
東関東・神奈川

関東四支部
合同ゴルフ大会

戸塚カントリー倶楽部

11 月 30 日（土） 九　　州 懇親ゴルフ大会 福岡カンツリー倶楽部和合コース
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9 月 11 日（水）
静岡地区支部   総会・講演会・懇親会
ホテルグランヒルズ静岡にて　参加 45 名

総会は、原川 誠地区支部長の挨拶に始まり、全議案が全

会一致で承認されました。つづく講演会は、メンタルプ

ロデューサー 川谷潤太 氏を講師に招き、「リーダーに必要

な『潜在 “ 脳 ” 力』の高め方～チーム（組織）を強くする

リーダーとは～」を演題にご講演い

ただきました。懇親会は、SMB 建

材㈱ 静岡営業所所長 神尾俊明氏に

よる乾杯の発声で始まり、榊原俊章

地区副支部長の中締をはさんで交流

を深めました。

9 月 17 日（火）
長野地区支部   総会・講演会・懇親会
ホテルメトロポリタン長野にて　参加 16 名

総会は、倉澤慶一地区支部長の挨拶に始まり、全議
案が全会一致で承認されました。つづく講演会は、

NPO 法人ながの健康サポートセンター 西脇かおる氏

と、ヨガインストラクター 浦野路知世氏を講師に招

き、「『心と体の健康法』～パフォーマンスを上げて

活き活き生活へ～」を演題にご講演いただきました。

懇親会は、マグ・イゾベール㈱関東支店課長 矢島孝

紀氏による乾杯の発声で

始まり、吉野石膏㈱ 長野

営業所所長 田嶋雅広氏の

中締をはさんで交流を深

めました。

総会挨拶に立つ
原川 誠地区支部長

講演会の講師は
メンタルプロデューサー

川谷潤太 氏

懇親会中締は
榊原俊章地区副支部長

総会挨拶に立つ倉澤慶一地区支部長

講演会の講師は西脇かおる氏と浦野路知世氏

日程 支部・地区支部 会場

11 月 15 日（金） 静　　岡 静岡商工会議所　静岡事務所会館

11 月 19 日（火） 北　　陸 金沢勤労者プラザ 103 号研修室

11 月 22 日（金） 中部日本 愛知県産業労働センター 10 階 1003 号室

11 月 26 日（火） 東　　京 エッサム神田本社ビル 3 階グリーンホール

3 年に一度の「合法認定事業者研修会」に併せて、「クリーンウッド（合法
伐採木材）」普及促進のための説明会を実施します。

2024 年度  合法木材・持続可能木材の
供給認定事業者研修会 スケジュール

相次ぐ台風及び、能登半島豪雨で被災された皆様にお見舞い申し上げます



※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）（円）

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹
構造用

輸入・型枠用
輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目
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東京の合板卸売り価格

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

9 月 11 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

950
1,260
1,550
2,080
2,630
1,800
3,900
4,650
2,850
2,100
2,100

9 月 18 日

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

900
1,210
1,500
2,030
2,580
1,700
3,700
4,450
2,650
2,000
2,000

9 月 25 日

-50
-50
-50
-50
-50
-100
-200
-200
-200
-100
-100

前週比

900
1,210
1,450
1,980
2,530
1,650
3,600
4,350
2,600
2,000
2,000

10 月 2 日

0
0
-50
-50
-50
-50
-100
-100
-50
0
0

前週比

2024 年度より会員の皆様の
福利厚生サービスの向上を図るため

福利厚生制度

「損害保険 /集団扱制度」ご紹介！
メリット 1　保険料が割安！
メリット 2　制度対象者の幅広さ
メリット 3　スムーズなお支払い！

詳細はこちらから

ご契約いただいた会員様からの声も掲載しています。

合板需給検討委員会
2024 年 9月 3日（火）の検討結果
日本合板工業組合連合会・日本木材輸入協会・日本合板商業組合に

よる「2024 年度第一回合板需給検討委員会」を林野庁木材利用課

ご出席のもと、合板会館（日合商会議室）において開催。木材行政

推進のための情報として林野庁に提供した合板の短期需給見通しの

検討結果です。

　国産合板の需要

1．令和 6年第 2四半期の実績について　　　今回（606 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�持家の新設住宅着工戸数は、31 ヶ月連続して前年割れ。また合板市況に影響を及ぼす木造住宅の着工戸

数も、4 月及び 7 月は前年を上回ったが、累計では持家同様に前年割れの状況が続き、住宅需要の回復が
見込めない状況が続く。供給側は 4 月から値戻しのアナウンスを行ったが新旧価格が入り交じり、価格
の底値が見えづらい状況が続く。なお、供給側は生産調整を継続していたものの、在庫量は微増が続く状
態になる。当初は、前年同期比 101.9％の見通しを立てたが、前述の要因により、需要側が当用買いを徹
底したことから、前年同期比 98％の結果となる。
2．令和 6年第 3四半期の見込みについて　　　今回（610 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�市況低迷に加え、8 月及び 9 月は前年同期に比べて稼働日が少ない事から、出荷量は自然減になると推測。

なお、価格は不安定な状況が続いた中、8 月出荷分から値戻しのアナウンスがあり底値は固まりつつある
ものの、供給側の在庫数量が約 0.9 ヶ月前後を推移していることから、需要側は先駆けての発注を控え当
用買いを継続。価格の安定感、また供給側の在庫量の減少が見えない状況により、需要側の発注意欲の回
復は厳しい状況が続くと推測。前年は価格も落ち着き、在庫量も 0.8 ヶ月を下回った状況であったが、今
期は価格の不安定な状況、また在庫量が想定より下回っていないことからも、前年同期比 93.7％と見込む。
3．令和 6年第 4四半期の見通しについて　　　今回（640 千㎥）

（見通し作成の根拠）
　�プレカット工場及び直需関係中心に見積が増えているという声が聞こえる。一方、供給側は生産調整を継

続しているものの、在庫量縮小への影響は不明瞭。流通在庫は僅少ではあるものの、需要側は製品供給に
不安感を感じず当用買いを継続すると推測。昨年同期も実需に見合った需要で推移しており、今期も同様
に持ち家住宅及び建築床面積の減少に即した需要となる見通し。

　（前年同期との差異について）
　結果、前年同期比 93.1％の見通し。
4．令和 7年第 1四半期の見通しについて　　　今回（610 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�住宅展示場来場者数の持ち直しや分譲住宅完成在庫の消化等、今後に期待できる要因は散見される。また、

今後の住宅金利の上昇予測を考慮すると、住宅購入意欲の後押しにもなるが、現時点では不確定要素も多
いため予測外とする。第 3 四半期以降の見積増を加味し、不需要期ではあるものの第 3 四半期同水準の
需要と見込む。

　（前年同期との差異について）
　結果、前年同期比 103.4％の見通し。

　輸入合板の需要

1．令和 6年第 2四半期の実績について　　　今回（506 千㎥）
　（実績数量の背景、前年同期との比較等）
　�国内合板同様に実需の乏しさに加え、急激な円安の影響で輸入商社は積極的な手当てを行っていない中、

需要側も先行き不透明なことから当用買いを継続。但し、期中では塗装型枠中心に品薄感があったことか
ら、不足アイテムに対しての手当が進む。なお、価格は円安に加えコスト UP により、値上げをしたいも
のの、国内合板の価格の影響もあり、値上げが浸透しにくい状況が続いている。前年同期は大幅に供給量
が落込み、それに伴い需要も落込んだ経緯もあり。当初は供給量と相当の出荷量を見込んだが、品薄アイ
テムの手当等があったことから、供給量を上回る前年同期比 109.4％の結果となる。
2．令和 6年第 3四半期の見込みについて　　　今回（520 千㎥）
　（見込み作成の根拠、前年同期との比較等）
　�為替相場の乱降下に加え市況の低迷により、相場の動向を見極めようとして、需要側は当用買いを継続す

る見込み。港頭在庫量は 8 月がピークになると思われるが、輸入商社が発注を抑えていた事もあり今後
の入荷量は減少し、在庫量は減少していくと予測。市況の回復が見えにくい中、需要を大きく伸ばす要因
は少なく、前期と同様に品薄アイテムを中心とした手当に留まると予測。この結果、供給量を多少下回り、
前年同期比 100.8％の見込み。
3．令和 6年第 4四半期の見通しについて　　　今回（540 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�秋口に入荷する製品は円安の影響を受けている事や、輸入コストの上昇もあり値上げをしたいものの、一

時に比べ円高傾向にある事から価格のせめぎ合いは続くと推測。なお、見積の増加により仕事量が増える
ことも想定されるが、需要側は前期同様相場の動向を見極めようとし、品薄アイテム中心の手当になり、
当用買いを継続すると予測。また、輸入合板と国内合板の棲み分けができていることから、市況の回復や
新たなマーケットの開拓が無ければ、大幅な需要回復は見込みにくい状況にある。このような事からも、
国内合板同様の推移となる見通し。

　（前年同期との差異について）
　結果、前年同期比 93.1％の見通し。
4．令和 7年第 1四半期の見通しについて　　　今回（510 千㎥）
　（見通し作成の根拠）
　�市況回復が見えにくく、為替変動の影響もある事から当用買いは継続されると推測。為替が落ち着き、先

行き価格が安定してくれば需要側も手当を行うと予測されるが、不確定要素が多いため予測外とする。供
給量も前期、前年同期を下回る見通しであり、需要も供給に見合った動きとなる見通し。

　（前年同期との差異について）
　結果、前年同期比 93.3％の見通し。

合板　短期需給見通し （Unit：1,000㎥）
供給 需 要（出荷） 期末在庫

計 国内製造 輸入合板 計 国内製造 輸入合板 合計 国内製造 輸入合板

2024(R6)4-6
前回予測 (1,155) (620) (535) (1,160) (630) (530) (972.089) (108.331) (863.758)

実績 1,123.830 628.876 494.954 1,112.065 606.421 505.644 988.854 140.786 848.068

7-9
前回予測 (1,198) (650) (548) (1,170) (630) (540) (1,000.089) (128.331) (871.758)

見込み 1,137.000 610.000 527.000 1,130.000 610.000 520.000 995.854 140.786 855.068

10-12
前回予測 (1,230) (680) (550) (1,190) (640) (550) (1,040.089) (168.331) (871.758)

見通し 1,150.000 630.000 520.000 1,180.000 640.000 540.000 965.854 130.786 835.068

計 4,553.575 2,468.180 2,085.395 4,558.680 2,446.234 2,112.446

2025(R7)1-3 見通し 1,090.000 600.000 490.000 1,120.000 610.000 510.000 935.854 120.786 815.068
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概　要
　2024 年 7 月の新設住宅着工戸数は 68,014 戸（前年同月比 0.2％減）で 3 カ月連続の減少と
なった。その内、木造住宅は 40,420 戸（前年同月比 0.1％増）で 3 カ月ぶりの増加となった。
季節調整済年率換算値は 77.3 万戸で前月比 1.0％増、3 カ月ぶりの増加となる。
　利用関係別では、持家が 19,858 戸（前年同月比 4.0％減）で 32 カ月連続の減少、貸家は
31,546 戸（同比 4.6％増）で 3 カ月ぶりの増加、分譲住宅は 16,164 戸（同比 4.8％減）で 3
カ月連続の減少。分譲の内訳はマンションが 6,070 戸（同比 4.7％増）先月の減少から再びの
増加、戸建ては 9,973 戸（同比 9.9％減）と 21 カ月連続の減少となった。
　貸家が増加したが、持家、分譲住宅が減少したため、全体で前年同月比 0.2％の減少となった。

国内・外合板の供給量
　7 月の国内合板生産量 20.3 万㎥（前月比 97.7％、前年同月比 93.4％）と発表された。その

内、針葉樹合板の生産量は 20.1 万㎥（同比 97.7％、93.9％）となり、出荷量は 20.9 万㎥（同
比 107.9％、95.3％）で在庫量は 18.7 万㎥となった。
　輸入合板の 7 月度入荷量は 18.2 万㎥（前月比 108.7％、前年同月比 121.1％）となった。国
別入荷量は、マレーシアが 5.0 万㎥、インドネシアが 5.8 万㎥、中国が 4.5 万㎥、ベトナムが 2.7
万㎥となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板は多少の荷動きがあり、直需関係では仕事量が増えつつあるが、現実として
川下からの揺さぶりもあり安値販売が散見される。在庫量がまだ高水準にあることや、まだ価
格が安定しないことから市場は当用替えが徹底されている。メーカー・商社・問屋が節度をもっ
た生産・販売を心掛けることで、減産を含めた生産調整が進めば、需要回復が期待される。
　輸入合板は、現地シッパーが多少値上げを唱えているものの、為替の影響もあり弱含みの状
態が続いているが、港頭在庫の調整がついて需給バランスが取れていることから、好転の兆し
が見えてきている。例年どおりであれば、10 月には産地の雨季入りとなる。年内は産地から
の供給が少ない状況が続くと予想される。

日本合板商業組合東京支部
東京都ベニヤ板問屋協同組合

新風会　猪爪  清和
合板市況と今後の見通し
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◦ 2024 年度 第 1 回 特別 日合商 WEB セミナー　10 月 2 日（水）実施
テーマ：『知っておきたい物流分野の取引ルール』　一から学ぶ『物流特殊指定』
講　師：公正取引委員会事務総局 経済取引局 取引部 企業取引課
　　　　優越的地位濫用未然防止対策調査室
　　　　優越的地位濫用未然防止対策調査官　徳田 兵衛　氏

◦ 2024 年度 第 2 回 定期 日合商 WEB セミナー　9 月 12 日（木）実施
テーマ：『これからの工務店支援に必要なデジタル知識を学ぶ』
講　師：清水英雄事務所株式会社 代表取締役社長 清水大悟 氏

日合商ホームページ　コンテンツ活用法！
「セミナーアーカイブ視聴」

アーカイブ視聴は
こちらから

日合商ホームページ

トピックスより抜粋

2024.09.30 官公庁からのお知らせ
林野庁【周知依頼】改正物流効率化法に関する
合同会議取りまとめ案について
改正物流効率化法に基づく下位法令等を検討する国土交通省、経済産業省

及び農林水産省の第 2 回合同会議 [8 月 28 日（金）] の後、第 3 回目の合

同会議［9 月 26 日（木）］を書類開催。第 2 回会議資料の取りまとめ素案

に委員からの意見等を踏まえて一部内容を追記した「合同会議取りまとめ

案」について審議されました。

2024.09.27 官公庁からのお知らせ
「改正クリーンウッド法の制度及び指導者養成講座」

来年 4 月に改正クリーンウッド法が施行されます。関係事業者の皆様が制

度に則り適切なご対応を頂けるように、林野庁主催で「改正クリーンウッ

ド法の制度説明及び指導者養成講座」を対面とオンライン併用で開催。

詳しい説明会等の内容及び申し込みは、日合商 HP トピックスに掲載のリ

ンクより。

2024.09.18 官公庁からのお知らせ
【お知らせ】林野庁
「モクレポ～林産物に関するマンスリーレポート～」

9 月号では令和 7 年度林野庁予算概算要求の概要や、森林づくり活動等を

通じて、カーボンニュートラルの実現や生物多様性保全に貢献する企業等

の取組を顕彰する「森林× ACT チャレンジ 2024」受賞者の決定について

特集しています。

2024.09.13 官公庁からのお知らせ
2025 年 4 月施行　改正建築基準法と改正建築物省エネ法の講
習会ご案内
2025 年 4 月施行の「改正建築基準法」と「改正建築物省エネ法」に関し、

建築士に方や建設事業者等を対象に全国各地で講習会を開催。

講習会の詳細や申し込み方法は、日合商 HP トピックスに掲載のリンクより。

日合商 HP
トピックス

2024年9 月　現在

【グリーン購入法】
に基づき

事業者新認定・
期限更新した
19社
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2024（令和 6）年 10 月～ 12 月期見通し
需要動向予測調査（抜粋）

詳しい内容は
こちらから

J K情報センター

販売店様による景気動向の推移
過去 2 年間の仕事量の見通しを
ポイントで表したグラフ。

販売店様による需要予測

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」
の中からお選び頂き、総回答数よりそれ
ぞれの割合を算出しました。
単位は「％」となります。

全国　回答数 2,533

北海道	 -0013- ⑥	 西條産業㈱	 代表取締役	 西條 文雪

東北	 -0014- ⑥	 ㈲堀建材センター	 代表取締役	 堀 利也

東北	 -0015- ⑥	 ㈱小畑材木店	 代表取締役	 長利 紀美子

東北	 -0035- ④		  東北事業部 本部長	 上林 康洋

東京 S	 -0004- ⑥	 JKI ㈱	 代表取締役 	 大平 和彦

東京・静岡	 -0063- ⑥	 ㈲静北建販	 代表取締役	 榊原 俊章

東京・静岡	 -0218- ③	 丸尾興商㈱	 代表取締役社長	 丸尾 高史

東京	 -0064- ⑥	 ㈱山藤	 代表取締役	 佐藤 信髙

東京	 -0134- ④	 ㈱ハウスマテリアル	 代表取締役	 飯塚 一彦

中部日本	 -0015- ⑥	 ㈱ヤマセイ	 代表取締役	 田中 宣之

中部日本	 -0018- ⑥	 ㈱ヤマウチ	 代表取締役	 山内 剛司

中部日本	 -0019- ⑥	 三和建販㈱	 代表取締役	 鳥羽 良幸

中部日本	 -0020- ⑥	 中部ホームサービス㈱	 代表取締役	 平山 満之

中部日本	 -0022- ⑥ 	 ㈱サンコー	 代表取締役	 加藤 秀司

中部日本	 -0042- ④	 後藤木材㈱	 代表取締役	 後藤 栄一郎

中部日本	 -0057- ②	 ㈱ウサミ建材	 代表取締役	 宇佐見 孝

関西	 -0052- ⑥	 テツイ建販㈲	 代表取締役	 鐡井 克彦

九州	 -0018- ⑥	 志岐産業㈱	 代表取締役	 志岐 和重

九州	 -0118- ②	 ㈱九州恵商会	 代表取締役	 岩田 安樹繁

佐藤木材工業㈱
東北事業部 北上工場


